
の

再評価結果 (令和 4年度事業継続箇所)

担 当 課 :平戸市 建設課

担当課長名 :里崎 忠雄

い て

事業名
1級市道金田線 (釜田工区 ) 平戸市

己終点 自:貿蒔照単瑞 雷華軒堂猪 至:賞蒔鷺羊瑞 営幸爵期 0.8 0km

事業概要  1 1級 市道金田線 (金田工区)は、国道204号から平戸市田平町の金田地区に至る主要な道路で、
通行車両、歩行者の安全性、緊急車両の円滑な通行の向上を図る事業。

H25年 度事業化 都市計画決定 あり H26年度用地着手 H26年度工事着手

全体事業費 9.3億 延長67. 7% 0.2 4km

計画交通量 1, 834台/日  (R22)
総費用 |(残事業)/(事業全体)

[尾
持書と共、|サil綜!;, ]

走行時間短縮便益:10.46/10.46億円
走行費用減少便益:0.47/0.47億円

令和 4年

0.93/10.93億 円

0,

費用対効果
分析結果 1.06

3.79(残事業)

分析の結果

事業費変動 :B/C=1.04～ 1.09(事業費 ±10路 )

事業期間変動 :B/C=1,02～ 1.10(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=3.42～ 4.16(交通量
B/C=3.45～ 4.19(事業費

残事業について感度分析を実施

間±1年.67-3.87

B/C=0.96～ 1.17(交通量 ±10%) ±10%)

±10%)

の

口歩行者の安全確保 (歩道整備による交通安全性の向上)

交通機能の向上 )に円

て い

で の

100%であり、施工中である橋梁1橋の進捗
図り、令和 5年度の事業完成を目指す。

3 67. 70/6て ,、

の で し の

、令和 5年度の事業完成を目指す。一万 弓|て の

エ

L
対応方針 :手菜継続

の

と

位置図
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標準断面図
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※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



令不□4年度 第 1

長崎県塗其事業評価監視委員会

□

再評価対象事業 全体計画L=0 80km、 W=550(925)m

道路改築事業
道維-1 1級市道金田線

(金田工区)

事業主体 平戸市

再評価
の理由

事業採択後10年経過

翠

,

一
″

露
免

至

,

司.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業費

(億円)
B/C 概要

着工 完了

当初

(H25新テ見)

H25 H30 2.8
【工事概要】

延長=0,80km
申冨員=5,5(9.25)m

第1回審議
(R4)

事業採択後
10年経過

H25 R5 9.3 1.06
【工事概要】
延長=0.80km
中冨員=5.5(9.25)m

ク



2.目 的・事業概要・これまでの経緯

◆目的

市道金田線(金田正区)は、国道204号

を起点とし、山内地区、大久保地区を

経由し金田地区に至る主要な幹線道

路で、通行車両、歩行者の安全性、

緊急車両の円滑な通行の向上を図る
ことを目的としている。

◆事業概要

像

,.

デ

,~

>■

ニゴ

ミ
Ｒ

す
‐

霞 學窮

◆事業経過

事業の進捗率63.496(事業費ベース)

用地進捗率 1∞%(面積べrス )

令和3年度末現在

現道は、幅員が狭く車両の離合が困難であり、緊急車両の通行に支障をきたしていた。また、
線形不良により視距が確保できていなかつた。写真①、③

改良済箇所では、幅員日離合の確保及び視距の確保を行い緊急車両の進入にも対応できる
ようになつた。写真②、④

く視距の確保>

ユ

塑
ｉ事
■
普
■

金田正区

半
<幅員・離合の確保>

③

ぶ,Pこ 写真①

写真③④

①
写真②

至
平
戸

一
一ヽ
一
〓
松
浦
市

至佐世保市

計画延長等 L=0,80km

幅    員 W=5.5(9.25)rn

計画交通量 (R22) 1,834台

平成25年度 事業化

平成26年度 用地買収着手

平成26年度 工事着手

平成30年度 238m供用開始

標準断面図

3.事業の効果・必要性 (一般交通、緊急車両通行の円滑化 )

②
事業区間

④ 4



4.事業の効果口必要性 (歩行者の安全確保 )

現道は、小学生の通学路であるが、歩道未設置なうえ幅員が狭く歩行者の安全性が確保で
きていなかつた。(写真①)

改良により、歩道が設置され、歩道・車道の分離が行われたことにより、歩行者の安全性が
向上した。(写真②)

く歩行者の安全確保>

①

由B Hl事 業区間
日L-1通 学経路

② 5

5.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

金田工区 全体計画 延長=803m幅 員=5S(925)m

L=370m ヒ=50m

口‐
“
口 整備中

コ‐‐‐ 整備済

事業費増の内容 増 額 主な増額理由

①工法等の変更 20億円 河川と近接した箇所において河川管理道路の確保のためブロック積擁壁を補強土擁壁に変更

②工法等の決定 ■4億円 既存橋染の幅員確保のため必要な橋梁拡幅工法の決定

③工法学の決定 24億円 新設橋梁工法の決定

④その他 07億円 材料費・人件費等の単価上昇

計 65億円

6



6.事業の進捗状況 (完 了工期の延長 )

釜田工区 全体計画 延長=803m幅 員=55(925)m

と=370m L=50m L=383m

‐‐‐‐ 整備中
‐‐‐‐ 整備済

【完了工期】H30(当 初)
→ R5( 後 )

【変更理由】
口多数の相続関係者を擁する土地の買収、登記等に時間を要した。
日水道取水関連施設 (取水ポンプ制御電気室)の移転先の調整、移転に時間を要した。
このことから、完了工期の延長が必要となつたもの。

・第2次平戸市総合計画 (2018→ 2027)における位置付け

平戸市総合計画は、まちの将来像と、それを目指すための基本的な施策を表し、市民と行政がともに「協働によるまちづくり」
を進めていくための最上位かつ総合的な計画として位置づけ、市民と行政が共有する「私たちのまちづくりのための計画」と
して策定。

本事業は、総合計画の基本計画における【4まちをつくるプロジェクト「3.住み良いまちを支える生活基盤の実現」6.交通
安全対策を推進する・9快適な交通ネットワークを整備する】として位置付けられている。
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7.上位計画への位置付け・関連事業の状況
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8.地元等の意向

B金 田区長、大久保区長、山内区長の連名による道路改良要望経緯

～平成21年
口「田平地区市道釜田線道路改良事業に関する要望書」を受取

平成22年度 基本計画の策定

平成22年～平成24年
E「 田平地区市道金田線道路改良事業に関する早期着工の要望書」を受取

平成25年度 事業化決定

平成25年～令和3年
日事業の早期完成が望まれている

そヶ

9.コスト縮減日代替案立案の可能性

これまで可能な限リコスト縮減を図つてきたが、事業延長L=0.80kmのうち、供用済及び工事着手済の線形改良済区
間が、L=0 7Skm(約 94%)となつている。また施工中である残工事の橋梁についてもAl橋台が施工済であり、事業効
率化に大きく寄与する新たなコスト縮減や代替案の可能性はない。

線形改良済 線形改良済
と=370m と=50m L=383m

供用済

て

/

モ3



可0.事業の投資効果

◆ B/C

〔費用〕
H道路整備に要する事業費(工事費、用地費)、 道路維持管理に要する費用

〔便益〕           
｀

・ 走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

今回評価

(令和4年度)

項 目
当初評価

(平成25年度 )

残事業 3.79=10,93億 円/2.88億円

全事業 1.06=10193億 円/10.28億円

生生

1可 .対応方針 (原 案 )

◆ 市道金田線(金田工区)は、国道204号を起点とし、山内地区、大久保地区を

経由し金田地区に至る主要な幹線道路で、通行車両、歩行者の安全性、緊
急車両の円滑な通行の向上を図ることを目的としている。

◆事業進捗率は事業費ベースで約6フ .フ%[6.3億 円/9.3億 円](令和3年度末)

であり、用地進捗率は1000/oと なっている。

◆事業延長L=0,80kmの うち、供用済及び工事着手済の線形改良済区間が、
L=0.75km(約94%)となつている。また残工事である橋梁についても施工中で

あり代替案の可能性はない。

対応方針

(原案)
継続

◆事業費の増加はあるものの、費用対効果は見込まれる。

12



再評価結果 (令和 4年度継続 1箇所)

担 当 課 :建設部建設課

担当課長名 :川崎 仁

事業名

1級市道 尾浦浅藻線 (安神工区)

事業
|

区分 1市町村道 対馬市

事業

主体

起終点 自 :長崎県対馬市厳原町尾浦

至 :長崎県対馬市厳原町安神

延長
2.3km

事業概要

市道尾浦浅藻線 (安神工区)は、対馬で唯―のゴミ焼却施設があり、市内全域から集められたゴミ運搬車

両が通行 しているが、幅員狭小、急勾配、急カーブが連続 しており、事故発生の危険性が極めて高い状況

である。このため、改良工事を行い諸交通の円滑化、緊急車両の迅速な通行を確保 し地域住民の安心、安

全な生活を支援するものである。

H25年度事業化 都市計画決定 なし H27年 度用地着手 H27年度工事着手

全体事業費 約 57億円 事業進捗率 14.3% 供用済延長 0. 2 7km

計画交通量 516台 /日

費用対効果

分析結果

l残事業)イ l事業全体) 総便益 l  l残事業)}l事業全体l

45。 1/45.1億円
B/C 総費用

l事業全体l

0。  84

(残事業)

1. 01

44.6/54.0億 円

目持ヨ理昌:411iチ

5111:]

侵:ζ二写手:ξ 1411:チ

41-|:]

基準年

令和 4年

感度分析の結果

【全体事業】交通量変動 :B/C=0,75～ 0,92(交通量 ±10%)

事業費変動  :B/C=0。76～0,93(事業費 ±10%)

事業期間変動 :B/C=0.80～0,86(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=0,91～ 1.11(交通量 ±10%)

B/C=0,92～ 1,12(事業費 ±10%)

B/C=0。 97～ 1,04(事業期間±1年 )

事業の効果等
。地域ネットワークの構築 (対馬島中心部へのアクセス向上が見込まれる)

・安全な生活環境づ確保及び緊急時の輸送時間の短縮

関係する地方公共団体等の意見

市道尾浦浅藻線 (安神工区)は、生活道路や通学路、地域産業の基盤道路であ り、緊急輸送道路 として

も重要な路線であるため、地元地区はもとよリゴミ収集運搬業者や輸送業者等からも早期完成を切望され

ている。

事業評価監視委員会の意見

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

令和3年度末までに終点側の270mを供用開始。

事業の進捗状況、残事業の内容等

令和3年度末までの事業費ベースの進捗率は14.3%で あり、用地面積ベースの進捗率は100%で ある。

残事業については、用地契約が完了していることから重点的に投入 し早期完成を図る。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

R2年度まで社会資本整備総合交付金により事業を進めてきたが、補助率が 2割低 く市の財政負担が増

大するものの、予算の平準化が見込まれる地方創生道整備推進交付金事業に転換 し、令和 8年度の完成を

目指す。



施設の構造や工法の変更等

トンネルエ事の設計基準改定による鏡吹付工の追加。

対応方針 1事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性及び重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図        |
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※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。



令不□4年度 第 1

長崎県企共事業評価監視委員会

□

再評価対象事業

は原潜

国道382号線ｋ競

事

一略

安神工区
い23km W・ 5ら (70〕ィη

主要地方道厳原豆殴美津島線

常ヽ

I

N

t″ 皓

ド
士
争́
ｒ

ｔ

t蝸

地方創生道整備推進交付金事業

道維-2 市道尾浦浅藻線
(安神工区)

対馬市

再評価
の理由

事業採択後10年経過

事業主体

生

1.審議経過

審議経過 再評価の理由

工期

事業賣
(億円)

B/C 概 要

着 工 完 了

当初

(H25孝万規)

H25 H34 38.0 1.12

【工事概要】
延長2 30km
幅員55(70)m
(うち トンネル L=1′ 410m)

第1回審議
(R4年堰⊃

事業採択後
10年経過

H25 R3 5フ .1 0.84

【工事概要】
延長2 30km
幅員5.5(フ .0)m
(う ちトンネル L=1′ 410m)

2



2.目 的 B事業概要・これまでの経緯

事業の 目的

・道路交通の円滑化及び安全性向上を図ることで、地域住
民の生活利便性の向上、救急医療体制強化の支援及び地
域産業や観光振興に寄与する。

事業概要

事業延長 L=2.30km

幅  員 W=5.5(7.0)m

全体事業費 57.1億円

計画交通量 516台/日 (R22)

これまでの経緯

平成25年度 :事 業 化

平成25年度 :事業着手

令和3年度末時点

270m供用開始

事業進捗率:14.3%(事 業費ベース)

用地進捗率:100.0%(面積ペース)

標準断面図

3

♯ Ⅲ

戯原應

残延長 L=203に m

供用開始済 L=0 27km

3.事業の効果・必要性

課題日問題点
日安神地区にとつて通勤・通学や買い物、救急搬送など、

生活に欠かせない道路であり、当路線は対馬市で唯―の

ごみ焼却施設の搬入経路でもあるが、幅員が狭く車同士

の離合も厳しい状況であるため、交通の円滑化及び安全

性向上が求められている。

魏
口道路整備による安全性向上及び

市街地へのアクセス向上
E救急車両の搬送時間短縮

・地域産業の輸送時間短縮

完成区間 :270m

・令和3年度までに供用開始延長 L=270m

・2車線の幅員が確保され大型車との離合も可能となり、安全で快
適な走行性が確保された。

改 良 前      改 良 後

4

厳暉地区

は原港

主要地方道厳原豆酸美津島線 残延長

供用開始済

現道車両通行状況 改良後のスムーズな通行状況



4.事業の進捗状況

【事業費増】
38,0億 円(当初)⇒ 57.1億 円(今回)

【事業期間の延長】
R4(当初)⇒ R8(今回)

用地取得の遅延による工期延長

:■更機

5

坤 の1内審 頼 室な鞭 理由

1.ト ンネル エ事貴 の増 約 12.6億 円

股計基準の改定や実施設計による増

①設計基準の改定による工程の追加

覆 エ コン ク リー ト配含 (非銅 擦雄 の混 入 )

・観吹付工の追加

②障組設 I卜による増

・地買調査結果による工事受の増

③資材や労務単価の単価上昇

④岡棲工事貴の諸経費率上昇

2.水路工 の見 直 しに伴 う増 約 1.2億円 トンネル のヤ ー ド慮設 に伴 う付書水路 工 の見 直 し。

3.補強土壁 工 の盛 土材購 入 に伴 う増 約 1.3億円
補強土壁 工 にお い て、 背面盛土 材 を流 用上 と していたが遺 きなか っ

た ため盛土材購 入へ変 更。

4.盛土不 足 土遅機 に伴 う増 約 1.6億円 盛土工 にお いて、 不足 上 を他 工事 か ら運機 して くるため。

5,そ の他 約 2.4億円 労務受や資材 単価 及 び諸経■率 の高騰 に伴 う増 。

計 約 19.■ 億 円

H25 ‖26 H27 H28 H29 H30 Ri R2 R3 R4 RS R6 R7 R8

用地取得

工  事 H

4.事業の進捗状況(事業費の見直し①)

地質調査結果による工事費の増
い
や
れ
い
い
い
い
”
い
や
中
中
い
い
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拗
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一　

母

◆補助工法が必要となるDⅢ 区間を、当初は両坑口L=20mずつを想定していたが、詳細設計に伴う
地質調査を行つた結果、起点側がL=22.Om、 終点側がL〓50.Omであることが判明。       `
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4.事業の進捗状況(事業費の見直し②)

1.ト ンネルエ事費 H25 R4 差額 増額率 備考

直接工事費 2,157,000,000 2,770,000,000 613,000,000 1284ツ
1史計基準の改定や資材・労務費の単価上昇
による増

諸経費率の増 976,400,000 1,367,000,000 390,600,000 1400% 皿休二日制導入等で高騰

消費税率の増 156,600,000 413,7001000 257,100,000 2642ツ 5%→ 10%へ増税

工事費 3,290,000,000 41550,700,000 1,260,700,000 1383ア

※参考 lm当 り単価 :千円

市道尾浦浅藻線 近隣工事実績 備考

当初 (H25) 2,333,000 1,750,00〔 佐須坂 トンネル (H25完成)

チ回 (R4) 3,227,000 3,760,00( 尾浦 トンネル (R3完成)

圭額 894,000 21010,00〔

3,その他 (トツ和レ以外の工事費) H25 R4 差額 増額率 備考

直接工事費 320,400,00〔 427,000,00〔 106,600,000 1333γ 資材・労務資の単価上昇による増

諸経費率の増 165,400,00( 254,900,00〔 弾,500,000 1541% 週休二日制導入等による増

消費税率の増 24,200,00〔 68,100,00〔 43,900,00〔 2814% 5%→ 10%へ増税

工事資 510,000,00( 750,000,00〔 240,000,00( 1471%

7

4.事業の進捗状況(事業費の見直し③)

2.水路工の見直しに伴う増

トンネルエ事の仮設ヤード建設に伴い、付替水路の見直しを行つた。

付替水路 0.7億円      付替水路 1.9億円

4.盛上不足土運搬に伴う増

吟
市道仁

8

単価 (円 ) 数量 金額 (千円) 備考

当初 (H25) 540 37,00C 20,000

今回 (R4) 37,00C 184,000

県営工事 2,900 20,00C 58,000 運搬距離 6.5km

市道雛知樽ヶ浜線 6,000 41000 24,000 運搬距離197k悧

市道仁位貝鮒線 7 900 13,000 102,000 運搬距離42 0km

差額 164,000



5.上位計画への位置付け・関連事業の状況

第2次 対馬市総合計画 【後期計画(2021～ 2025)】 における位置付け

対馬市では、市民主体の地域づくり、市民協働のまちづくりを推し進めるため、2016年から10年間の『第2次対馬市総合計画』を策定。

後期計画では、前期計画の進捗を評価し、対馬市のあるべき姿 (目 標)までの道筋を軌道修正し、実行内容を決定。

本事業は、総合計画の『支え合いで自立した島』を目指した具体的な施策として【生活インフラの維持と安心・安全なまちづくり】に位

置付けられている。

1   脅卓●   韓    量路 班      工Ⅲ

"t鯨
  ∞6  

犠 題 鮮  |

勢 毛五
:輸 総 |

学喜 蕪 ♯

弓岳犠婢 避

還 il対.島中偽麟 ‐

酔
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6.地元等の意向

◆安神地区に至る現道は、幅員狭小で急勾酉己であり、急カーブが連続

しているため、事故発生の危険性が極めて高い状態であった。

対馬市唯―のごみ焼却施設『対馬クリーンセンター』が平成14年に建

設されたことにより、ごみ収集運搬の大型車両が頻繁に通行するように

なり、車同士の離合が困難で回避するために後進するなど不便な状況

であるとともに、事故発生の危険性はさらに上昇し逼迫状態となつてい

る。

◆対馬市の市道の中でも大型車交通量が最も多い路線となつている。
離合できす後続草もいるため、回避
できる場所まで後進してしヽる状況

安神地区からの整備要望経緯

平成15年れ平成24年
市道尾浦浅謀線の道路改築に関する事業化について地区要望書を毎年受取

平成25年度 事業化決定

地
域
住
民
の
長
年

に
渡
る
強
い
要
望

平成25年～令和3年
市道尾浦浅藻線の道路改築事業に関する早期完成について地区要望書を毎年受取
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フ.コスト縮減・代替案立案の可能性

市道尾浦浅藻線 )レート比較表
・Wヽ→十ト

意: 盤

プ ＼

◆これまでもルート比較や可能な限りのコスト縮減は図つてきており、事業延長卜2.3kmのうち、トンネルエ

事区間がL=1,410mで、安神地区側のトンネル坑口まで,和 4年度工事において線形完了区間となる。

また、現道においては、県道の分岐点から地区まで進長い2.9km、 高低差が257mあ り、現道拡幅で計画
した場合、縦断勾配が急勾配となり道路構造令に沿わない。

以上により、事業効率化に大きく寄与する新たなコスト縮減や代替案の可能性はない。
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8.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費 (工事費、用地費)、 道路維持管理に要する費用

〔便益〕
口走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔プラス要因〕
・交通需要推計データの更新

〔マイナス要因〕

・事業費の増
・事業期間の延長

◆ B/Cでは計測できない効果
・医療施設までのアクセス改善 (医療施設の搬送支援、搬送時間短縮による救命率の向上)

・地域産業の輸送時間の短縮による作業効率や生産性の向上

項 目
当初評価

(平成25年度)

今回評価

(令和4年度)

残事業 1.0珂 =45.11億 円/44.63億 円

全事業 1.12=36.0フ億 円/32.10億 円 O.84=、 45.11億 円/5398億 円

12



9.対応方針 (原案 )

◆道路交通の円滑化及ぴ安全性向上を図ることで、地域住民の生活利便性の

向上、救急医療体制強化の支援及び地域産業や観光振興に寄与する。

◆事業進捗率は事業費ベースで約 14%〔 8.16億 円/57.1億 円〕(令和3年度末)で

あり、用地進捗率は100%となつている。

◆近隣住民や対馬市唯―のごみ焼却施設利用者等からの要望も強く、対馬市

においても最優先改良区間として位置づけしていることから、期間を延長し事業

に取り組みたい。

対応方針

(原案)

13
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再評価結果 (令和 4年度事業継続箇所)

担 当 課 :雲仙市 道路河川課

担当課長名 :北川 貴房

事業名
その他市道木場山領線 (千 々石小浜工区)

事業
区今 市町村道

事業
辛依 雲仙市

起終点 自:賞蕗鷺蟄釉詩宰猪岩軒呆島 至:賞蕗鷺蟄私希ポ珊 積 延長 1.314 km

事業概要  : その他市道木場山領線を整備することにより、国道57号が異常気象等による大規模災害及び
交通事故等で不通となつた場合の観光ルー トの維持、生活道路環境の整備、地域防災及び交通の円滑化を図る。

H21年 度事業化 都市計画決定 なし H22年 度用地着手 H22年度工事着手

全体事業費 14.0億 事業進捗率 延長65. 00′も 0.O km

計画交通量 398台 /日 (R22)
費用対効果
分析結果

(事業全体)

(残事業)

0.74

2.86

総費用  :(残子菜)/(子菓全体)

[罵
持きどi4'if郡

]

走行時間短縮便益:8.92/8.92億円
走行費用減少便益:2.35/2,35億 円

令和 4年

0. 31

58/11.58億 円

B/C=0.67～ 0.82(交通量 ±10%)【残事業】B/C=2.56～ 2.93(交通量 ±10%)

事業費変動  :B/C=0.68～0.82(事 業費 ±10%)

事業期間変動 :B/C=0.71～ 0.77(事 業期間±1年 )

B/C=2,60～ 3.18(事業費 ±10%)

B/C=2.75～ 2.96(事業期間圭1年 )

残事業について感度分析を実施

口地域間の広域ネットワークの形成 (円滑な交通の確保、観光振興)

日防災機能の向上 (災害時の緊急輸送道路の機能補完、国道迂回路)

事業の効果等

関係する地方公共団体等の意見

・本事業区間に並行して、国の直轄事業である富津防災が令和 4年度 I

移転 してオープンした。
こ事業化された。

′

捗 状 兄、刀 の

して行い、令和 9年度の事業完成を目指す。

98%と進捗しており、今年度も用3 で 65.0%で 、

で い し

今後も引き続き事業の進捗を図り、令和 9いて、 て いに

対応方針 :事業継続

対応方針決定の理由    |
事業の必要性を考慮 した場合、事業継続が妥当と判断される。

撞 盗 断 面

瀞崎 県

の い て しし

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
の



令不日4年度 第 1

長幡県公共事業評価監視委員会

□

再評価対象事業

● ^

道路改築事業
道維-3 その他市道木場山領線

(千々石小浜工区)

、 千々石小浜工区

L==1 31km

■ W=40(50)m ｀

事業主体 長崎県 雲仙市

再評価
の理由

再評価後変更

1

■1至 愛野町

至 南串山町

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業買

(億円)
B/C 概要

着工 完 了

当初

(H21新規)
H21 H30 ■01憲円 1.39 延長

幅員

L=1′314m
W=4.0(5.0)m

第1回審議

(H30)

事業採択後
10年経過

H21 R5 10億円 1.02 延 長 L=1′ 314m
W=4.0(5.0)m幅員

第2回審議

(R4:今回)
再評価後変更 H21 R9 141憲円 0.フ4 延長   L=1′ 314m

幅員  W=4.0(5,0)m

-2-



2.目 的 B事業概要Πこれまでの経緯

O目 的

国道57号が、異常気象等による大規模災

害及び交通事故等で不通区間となった場合
の観光ルートの維持及び地域住民の防災
による交通の円滑化を図る。
また、7町合併により誕生した雲仙市の中

で 千々石町と小浜町をつなぎ住民間の交

流促進を図る。

一

一．・一

一一、

」

一
■
オ　
一一　

コ
，一．

その他市道木
'為

山領線
|   千 々石小浜工区

O事業概要

O事業概要
延長  L=1,314m
中目員  W=4.0(5.0)m 中

畠
烈
圃

Oこれまでの経緯 雲仙市役所

事

事

度

度

年

年
２

２

成

成

平

平
業採択

業着手

事業進捗率 約650/o(事 業費ベース)

用地進捗率 約980/0(面 積ベース)

小浜体育館

-

国

■ ■ 県 道

‐ 既設市道等

■■日千 石々小浜工区

道路網として、雲仙市千々石町と小

浜町の間は、「国道57号」と「県道
北野千々石線」しかない。

仙市千々石町

挿
離
洋
蝸

対
劇
韓

市道木場山領線 (千 々石小浜工区 )

を整備することで回道57号 の「迂回

■ ■ 県 道

■■1既設市道等

■■日千々石小浜工区

・“・ 迂 回 路

【国道57号 】
山間部で地形が急であるため急カーブ
で、路肩部に余裕がなく見通しが悪い。

番号 ①

雲仙市小浜町

宅 ‐ヽヽ

__、 ■ ||

<…―― 撮影方向

fヽ ェ

11i甘 i〈

3Ⅲ 事業の効果日必要性①

「国道57号」
「県道北野千々石線」



3.事業の効果田必要性②

図 面 凡 例

■ ■ 県 道

■■日既設市道等

■■日干々石小浜工区
贅 物損事故
■/ 人身事故

韓 被災箇所

匿団 奄驚繋昌選皇場所

国  道
国道57号で交通事故や災害等により
通行規制があつた場合に、「代替道路」
がないため、交通障害が大きい。

【渋滞状況】

国道57号で交通事故が発生し「片側交互通行」となり
3～ 4kmの渋滞が発生。

番号 ①

雲仙市小浜町

.日杏 期 F口¬ H2911-R31231
合 計事 故 件数 年 府 物 損 人 身

1ク , 14

H30 19 3 クク

Rl 14 5 19

R2 7 2 9

R3 8 3 11

事故件数

合 卦 fin 1ヽ 75

【被災状況】
H278の 台風で、法面崩壊によると砂の流出及び
倒木が発生した。

J

番号 ②
ヽ
一ヽ

イ曲

題
国
乞
禅

条
（謹
回
四
）誼
型
細
ギ

・

卜
、

　

一

ャ

■

．

５

一
※雲仙

県道北野千々石線は、国道57号の迂回路としての

機能性が乏しい。
O幅員が狭く対向車との離合が困難。
O法面が切土構造のため、被災を受けやすい。

①旧小濱鉄道富津トンネル ②旧小濱鉄道切り通し

地域活性化の有益な「種」として地域の活性化に

役立てることを目的として「近代化産業遺産」とし
て経済産業省 において大臣認定

【幅員が狭いため離合が困難 】

【豪雨災害による土砂崩れのため全面通行止】

平成27年 8月 25日 発生

③被災状況

3.事業の効果B必要性③

|■ti

ヽ
工
訛

，
、
一

写真撮影方向 →

図 面 凡 例

I I国 道

■ ■ 県 道

■■日既設市道等

■■日千 石々小浜工区

… 潮 ヒ野千々軸
齢 トンネル

とゞ言手切り通し

♯ 災害発生箇所



3.事業の効果・必要性④

①

ヽ
工
韓 一イ

一一一ｉ

革

O令和3年 8月 の大雨による国道57号の法肩が崩壊により、

長期間の片側交互通行が発生した。

(令和3年 8月 13日 ～令和3年 12月 23日 133日 間 )

○迂回路が「県道北野千々石線」しかなく、路線バス(上下線

合計約60本 )や緊急車両、通勤・通学へ影響を受けた。

【被 災 状 況 】

R38の大雨により、国道57号の路肩が崩壊した。
4和 343月  1'矢 :|

番号

【渋 滞 状 況 】

路肩崩壊により、133日 間の「片側交互通行」となつた。

2

・ ||■ il■
―

il

の 一 司

写真撮影方向 →

図 面 凡 例

I I国 道

日 田 県 道

■■日既設市道等

■■日千々石小浜工区

… 識 し野千々翰
毎 路肩崩壊箇所

【完了工期】R5(前回)→R9(変更)

・用地取得に時間を要しているため。
・補強土壁工の基準改定に伴う事業費増により、工事期間が

延長となるため。

H21  H22  H23 H24 H?5  H26 日27 H28 H29 H30  RI   R2  R3   R4  R5  R6   R7   R8  R9月

劇量・設冨十

用  地

月

工 事

H21  H22 H23 H24 H25 H2G H27 H23  H29 H30  RI   R2  R3  R4  R5   R6  R7   R8  R9

測量・設計

用  地

工 事

4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)
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・
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雲仙市千々石町
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4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業費増の内容 増 額 概  要

①補強土壁工の基準改定 1.0億円 設計基準の改訂に伴う、構造の見直 し等

②流末排水路の追加 0.4億 円 排水計画及び放流部の見直し

③その他 2.6億 円 労務単価・資機材等の単価上昇など

合  計 4.0億円

【事業費】10億円(前回)→ 14億円(変更)

＼

-9-

当 初 変 更

5,上位計画への位置付けB関連事業の状況

0第 2次雲仙市総合計画 後期基本計画 (2022→2026)に おける位置づけ

第2次雲仙市総合計画では、雲仙市の将来像として、「“つながり"で倉Jる 賑わいと豊かさを
実現できるまち」を掲げ、これを実現化させるために5つの基本方針を設定している。

本事業は、総合計画における【2-6観光・交流】、【3-1道路口公共交通】として位置づけられている。
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6.社会経済情勢等の変化①

○公立小浜温泉病院及び

小浜体育館の建て替え

雲仙市小浜町には、R2.3に 公立小浜
温泉病院、R4.4に ′Jヽ浜体育館が、移転
してオープンするなど、市民等が多く利
用する公共施設が立地している。

上記のことから、本事業により、国道
57号が、異常気象等による大規模災害

及び交通事故等で不通区間となつた場
合の迂回路の確保を図る。

図 面 凡 例

I I国 道

■ ■ 県 道

■■日既設市道等
‐ 千 々石 小 浜工 区

その他市道木場山領線 !
千々石小浜工区

中
呂
悧
回

雲仙市役 F折

小浜総合支所

1よ っと心、っと405

(R23

4t

公立小浜温泉病院
(R201新 病院開院 )

小浜体育館
(R448移 転BR館 )

6.社会経済情勢等の変化②

〇 国道57号 富津防災の新規事業化

■防災上危険な箇所を回避し、災害に強い道路ネットワークの確保を目的とする

道路として、国道57号富津防災が令和4年度に事業化された。

■富津防災の整備により、土砂災害等による通行規制を回避することで、産業・

物流活動や通勤・通学等における地域の安全・安心を確保する信頼性の高い

道路ネットワークが構築される。

・令和4年度に市の単独事業として、市道木場山領線の終点からL=1.4kmの 区間の

側溝整備 (蓋掛け)を予定しており、起点から国道までの区間 (L=0.4km)に ついても

今後検討を行う。

R4事業化富津防災 進ど34km【 】

く緒元等〉

事業区間 :雲仙市小浜町

～雲仙市千々石町

延 長 :3.4km

全体事業費 :220億 円

R4当初:05億円(事業費)

出典 :長崎河川国道事務所HP

〈起
）長
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土工部
(片倒歩道)

トンネル部
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R4市 革な事業 L章 4kど コ



補強土壁工区間

L=0.12km
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7.コスト縮減口代替案立案の可能性

◆ これまで可能な限 リコス ト縮減を図つてきま したが、事業延長L=1.31 kmの うち、

線形改良済区間がL=1.19km(約 92%)、 用地進捗率は面積ベースで約98%と なつて

おり、事業効率化に大きく寄与する新たなコス ト縮減や代替案は見込めない。

市道本場山領線 L=1.312km

8.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
H道路整備に関する事業費(工事費、用地費)、 道路維持管理に関する費用

〔便益〕
日走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益
口災害口事故等により国道57号に「通行規制」が発生した場合の迂回路

〔マイナス要因〕
日事業費の増 (補強土壁工の基準の改訂、資機材等の価格上昇)

・工期の延長 (用地解決の遅延、事業費増による工事期間の延長)

◆B/Cでは計測できない効果
日本地区の安全・安心及びリタンダンシーの確保

-14-

項 目 当初
前回評価

(H30)

今回評価

(R4)

残事業 2.05=10.40億 円/5.06億 円 2.86=11.58億 円/4.05億 円

全事業 1.39=10.59億 円/7.65億円 1に02=10.40億円/10.27億円 0.74=11.58億 円/15.63億円



9.対応方針 (原案 )

◆ 本路線は、国道57号が異常気象等による大規模災害及び交通事故等で不通区間と
なつた場合の観光ルー トの維持及び地域住民の防災による交通の円滑化等及び
地区間の交流促進を図るために整備を行うものである。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約 650/o(9.09億 円/14.0億円)であり、用地進捗率
は面積ベースで約98%と なつている (令和 3年度末)。

◆ 地元か らも整備促進を要望されており、令和 4年度に市の単独事業で、本路線から
L=1.4kmの 区間の側溝整備 (蓋掛け)及び起点から国道までの区間 (L=0.4km)に
ついても今後検討を行う。

◆ 本路線により、既存の国道57号、富津防災、市道木場山領線の新たな道路網が

形成され、本地区の安全・安心及びリタンダンシーの確保に寄与する。

対応方針
(原案)

-15-

継続



再評価結果 (令和 4年度事業継続箇所)

担 当 課 :東彼杵町 建設課
担当課長名 :森 英三朗

その 弓I 用いて の に

事業名 1級町道大野原高原線 (法音寺工区) 東彼杵町

起終点 自:貿薔驚賀績符鍬巽鮮 ギ留害等瓢 至:貿薔驚賀授符鍬賀附 ぽ害等瓢 長 0.3 7km

事業概要 …1 1級町道大野原高原線 (法音寺工区)は、東彼杵町の国道34号と広域農道を結ぷ幹線道路で、

通行車両の安全性、緊急車両の円滑な通行の向上を図ることを目的としている。

都市計画決定 なし H29年 度用地着手 H30年度工事着手H25年度事業化

事業進捗率 用済延長72.0% な し全体事業費 4.1億
計画交通量 1, 8台/日  (R22)
費用対効果
分析結果 1, 63

6. 56l'l事業l

総薫用 :l残事業)/1事業全体)

[:持きど甘1子存,1そ:  ]

6.70/6。 70億円
走行時間短縮便益: 6.37/6.37億 円
走行費用減少便益:0,30/0,30億円

令和 4年

0,

感度分析の結果   :残事業について感度分析を実施
【全体事業】交通量変勤 :B/C=1.47～ 1.79(交通量 ±10%)【残事業】B/C=6.40～ 7.82(交通量 ±10%)

事業費変動 :B/C=1.48～ 1.81(事業費 ±10%)    B/C=6.47～ 7.90(事業費 ±10%)

事業期間変動 :B/C=1.41～ 1.88(事業期間±20%)    B/C=6.01～ 8.70(事業期間±20%)

事業の効果等
日周辺道路環境のアクセス改善に伴う物流、交流の活性化

関係する地方公共団体等の意見
地元自治会より整備促進の要望が行われている。

事業再評価監視委員会の意見

事業の進

5%と進捗しており、今年度も用地取得
して行い、令和 10年度の事業完成を目指す。

963 72.0

し

関との協力体制のもと、今後も引き続て い

の

エ の

の し されると

佐 賀 県

B

■中蔭

谷

口

こ

線
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標準断面図

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
し累 し の



令和4年度 第 1回
長崎県

′ム`共事業評価監視委員会

再評価対象事業 L=0

佐 貢 蛛

道路改築事業

道維-4 1級町道大野原高原線
(法音寺工区)

事業主体 東彼杵町

再評価
の理由

事業採択後10年経過

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業賢

(億円)
B/C 概要

着工 完了

当初

(H24新規 )
H25 H29 2.4 2.4フ

【工事概要】
延長0.37km
幅員6.0(フ .5)m

第 1回審議

(R3)

事業採択後
10年経過

H25 R10 4.1 1.63

【工事概要】
延長0.37km
幅員6.0(7.5)m

ク



2.目 白旬・事業概要・これまでの経緯

◆ 目的

本路線 は本町の中心部と上彼杵地区を結 笑野胞原線
ぶ重要路線であり、バス路線でもある。

当該工区の整備により、本町の丘陵地域

の中心部を横断する広域農道とのアクセ

(法音寺工区 )

スが改善され、隣接する大村市や嬉野
との物流、交流の活性化が期待される。

◆事業概要

計画延長等 L=0.37km

幅    員 W=6.0(7.5)rn

計画交通量 (R22) 1,849台

◆事業経過

標準断面図

事業の進捗率 72.0%(事業費ベース)

用地進捗率  96.5%(面積ベース)

令和3年度末現在
3

平成25年度 事業化

平成29年度 用地買収

平成30年度 工事着手

令和3年度末時点未供用

3.事業の効果日必要性 (国道・広域農道との円滑日安全なアクセス)

彼杵中心部 (.

予|'、 ィ″

県
市

賀

野

佐

嬉

事案箇所
ヽ
イ
＼
幽

く大野原高原燎周盟道路の現状、問題点>
■国道34号と広域農道のアクセス不良
・嬉野市に近接する丘陵部地区や川内、飯盛地
区について、大村市方面への主なルーHよ広域
農道の整備前は国遭34号であり、彼杵中心部ヘ

迂回する必要があつた。整備後は同じ丘陵部を
通る広域農道へのルートを選択する車両が増加
することが予想されるが、国道34号と広域農道
までのアクセスは幅員が狭隆なその他町遭しか
ない。
■国道34号と町道川内線との交差部
・法音寺地区から町道川内線までの国道34号は、
連続するカーブが終了し直線部の下り勾配であ
るため、右折車両への追突事故等の危険性が
ある。

カーブ連続下り区間

エ

〓
ャ

■

‐
　

　

卜
・力い
　
・一
年

．

:感基 下

く整備効果>
■道路改良を実施することで、離合困難な道路環境が改善
され、又、国道34号 と町道川内線の交差部に接続すること
で、併せて交差点改良を実施でき事業の効率化が図られる。

:i―

｀
澪イ｀

Ｌ奉

その他町道狭陰部

①町増と白丸線 (国 道34号を望んで撮影) ②町道曹無日2号線(国 道34号を望んで撮影)

目道B4号と町道川内線との交差部

4

③蟷野方面から撮影 佐世保・大村方面から撮影



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費の増加】24億円(新規)→ 41億 円(今回)

事業費増の内容 増 額 主な増額理由

①工法等の変更 約105億円 概略設計に対し、実施設計において補梁下部支持層ラインが低かつたことにより橋台高が変更となった。又上部
工形式の変更による事業費増。

②その他 約065億 円 材料費・人件費、等の単価上昇、諸経費率上昇による事業費増

計 約170億円

A2橋台 (彼杵川右芹)

下部工形式 t逆T式橋合)

橋梁上音8工 L=273m
上部工形式 :ホ

°
ストテン)ョンブjttPC単 純T桁橋

I中■|す   Ⅲ I

5

5.上位計画への位置付けい関連事業の状況

・第5次東彼杵町総合計画(2014～ 2023)における位置付け
第5次総合計画は、新たな時代の流れや東彼杵町が抱える課題に対応した「まち」の実現を目指すため、町民が主体的に関わること
ができる仕組みをつくり、町で生活する一人ひとりが「住んでよかった」、「住み続けたい」と実感できるまちづくりに向け、その基本姿勢
と具体的行動計画を示すものとして策定。
本事業は、総合計画の基本計画における基本方針25「地域の安全性、信頼性を確保する整備の推進」として位置付けられている

餓

鶴

埼

∈→
惨

鰺 等
等 銭

―

鬱 霊

韓

ゴ■→

rドデE→

→

→

→

曇

為

静°ゴ野が
ⅢⅢ田→

為

．一 艶

．

持資潔鷺寄れ,各楽3逸 弁職乏
かい碍懇

分 野 Йu体 系 図

移

今 を

l田盟 →

―

|



6.地元等の意向

広域農道整備に伴う周辺道路環境整備の経緯

平成19年 ～平成21年
・当時建設中であつた広域農道に接続する町道の事業化について地元より要望

平成23年度 概略設計の実施

平成23年～平成24年
・大野原高原線(法音寺工区)の事業早期着手について地元より要望

平成25年度 事業化決定

フ.コスト縮減・代替案立案の可能性

◆これまで可能な限リコスト縮減を図つてきており、現在事業延長L=0.37kmの うち、全区間が未供用
であるが、2級河川彼杵川を渡河する橋梁 (法音寺橋)が完成しており、L=0 95kmを着手しているため

事業効率化に大きく寄与する新たなコスト縮減や代替案の可能性はない。

全体計画 L=0 37km  W=600(750)m 未供用

Lこ0 95km



8.事業の投資効果

項 目
当初評価

(平成23年度)

今回評価

(令和3年度 )

残事業 7.05=6.70億円/0.95億 円

全事業 2.47=5.89億円/2.38億円 1.63=6.70億 円/4.12億円

◆ 費用対効果 (B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費 (工事費、用地費、補償費)、 道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔マイナス要因〕
・事業費の増 (労務費や資機材、諸経費等の価格上昇)

・工期の延長 (用地取得、墓地移転遅延の工期延長)

◆ 本路線は本町の中心部ど上彼杵地区を結ぶ重要路線であり、バス路線でもある。
当該工区の整備により、本町の丘陵地域の中心部を横断する広域農道とのアクセ
スが改善され、隣接する大村市や嬉野市との物流、交流の活性化が期待される。

◆事業進捗率は事業費ベースで約72.0%[2,95億 円/4.10億円](令和3年度末)であ
り、用地進捗率は96.5%となっている。

◆ 現在事業延長L=0.37kmの うち、全区間が未供用であるが、2級河川彼杵川を渡河

する橋梁 (法音寺橋)が完了してるいため、事業効率化に大きく寄与する新たなコ
スト縮減や代替案の可能性はない。

◆事業費の増加はあるものの、費用対効果は十分に見込まれる。

対応方針

(原案)

9

9.対応方針 (原案 )

継続
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